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 9：00 ～ 17：00  （土・日曜・祝祭日 休局） 

 

■■■ 例会プログラム ■■■ 

例会日 卓話者 演題 

10月28日 宮ノ町  多々納鉄雄 様 
私たちで出来る事は 

私たちの手で！ 

11 月 4 日 会員 佐々木哲也 認知症について 

11月11日 会員 原 孝士 囲碁の話 

■■■ 出席報告 ■■■ 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前回補正出席率 

38 27 11(3) 82.86 % 88.24 % 

■■■ 欠席者 ■■■ 

木村／園山／來間／原孝／飯塚大／大谷／原光／堀江 

（石原恵／山根／牧野） 

■■■ 来訪者 ■■■ 

な し 

■■■ メークアップ ■■■ 

 10/20 田中浩・平野・黒田・大島卓 (大社)  

*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■ 

（11 月 4 日）  杉原朋之／飯塚大幸／飯塚詔夫 

（11 月 11 日）  大島卓爾／石原恵行／伊藤義徳 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■ 

    （出雲）                   （松江） 赤文字 例会変更 

月 出雲中央 11/8(休) 12/20 松江南 11/22 

火 出雲  松江しんじ湖  

水 大社  
松江 11/3 (休) 12/15 

    12/29 

木  松江東  

金 出雲南 10/29 (休)  

■■■ 会長挨拶 ■■■ 

 来週の11月1日は「しまね教育の日」です。平成14年に制定されてか

ら 9 回目を迎えます。 
 少子化、核家族化、価値観の多様化、雇用の流動化などで社会が大

きく変化し、地域社会が生活の営みの中に宿していた人と人とのつながり

や教育力が失われつつある今日、「自立して生きる力」「人と共に生きる

力」を自ら育んでいくためふるまいを身に付けてもらおうと、今年は「ふるま

い向上」を県民運動にしようということです。 
 あいさつをしよう、子どもをだいじにしすぎて体験する機会を奪っていませ

んか？ 早寝・早起き・朝ごはんを心がけていますか？ 大人が、子ども

の手本になるようなあいさつやふるまいをし、思いやりをもった行動や言葉

づかいを我々が心掛けたいものです。 
  「教育しまね」の 46・47 号をまわしますので、教育委員会だよりの中の

「子ども」の詩を一読戴ければ幸いです。 
 

■■■ 幹事報告 ■■■ 

１．例会変更 

  〇松江RC   12/15(水)  家族同伴忘年例会 

     ビジター受付 11：30 ～ 12：30  事務局  

２．休   会 

  〇松江RC  11/3(水)  祝日のため。  ビジター受付 な し 

          12/29(水)  定款第６条により。 

     ビジター受付 12：00 ～ 12：30   

■■■ スマイル ■■■ 

大島治・河原・内田 （多々納さんようこそ。） 

加藤昇 （今日は多々納さんありがとうございます。日頃から敬愛して

やまない多々納さんの話にウキウキです。） 

田中久 （日常尊敬して居る多々納氏をスピーカーに迎えて。） 

大島卓 （多々納鉄雄会長のお話しを伺えて。） 

黒田 （久し振りのホームクラブです。今のところメーキャップを入れて

100％です。） 

杉原朋 （早退させていただきます。よろしく。） 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■ 

「河川愛護活動と環境美化について」 

     － 私たちで出来ることは私たちの手で！ － 

雲洲平田船川･平田船川河川愛護団体連絡協議会 

会 長  多々納 鉄雄 様 

 

私は、昭和１２年２月１９日、簸川郡久多美村字上岡田の農家の次

男として生まれました。父親は、私が６歳のとき病死し、中学卒業後農作

業を手伝いながら、農閑期には土木作業員をやり家計の一助としていま

した。 

昭和30年６月、勤務先の山崎組、故、山崎福太郎社長から、或る日

鉄ちゃんお前はもっと他にやるべき仕事があるはずだと言われたのがきっか



けとなり出雲職業安定所を訪問、面接官から紹介状を貰い、松栄印刷

の門をたたいた昭和３０年７月入社以来、現在も出雲北陵高校百年史

の編集をはじめ、数多くの出版物を手がけており、（有）松栄印刷に取締

役顧問の席をおいています。 

さて、河川愛護活動と環境美化について、私が取り組みを始めたのは、

昭和１５年４月、土木委員の拝命を受けてからであります。昭和１５年４

月２７日、現長岡出雲市長が平田市長に就任。以来、要望していた市

の東部地区中ノ島上地区整備事業による新しい商業ゾーンにあわせ、

片原～新町を木綿街道として抜本的な環境整備の事業構想を引き出

し、老巧化した側溝の整備や、路面のカラー舗装の実現等も盛りこまれ

ました。 

また、平成１７年１０月２９日には、平田環状線の開通、実に約３３年

の長期にわたる建設でした。 

平成１８年５月２１日  河川愛護団体結成について説明会に向けて

行政と協議を重ねた。 

平成１８年１１月１４日 城の前河川愛護団体の結成、現在では、１

６団体、２６６名の会員でなる現組織となっ

たのであります。 

 

このように、大きく成長した、雲洲平田船川河川愛護団体は、平田船川、

および地域の環境問題を取り上げ、年間を通じ活動を行っています。 

 なお、今年８月島根県の「平成２２年度 みんなで守り育てるしまねの

道と川の愛護活動」河川･港湾部門で県知事表彰を受賞しました。これ

を励みに、今後も１６団体の皆様と共に地球環境保全に、そして「明るく

住みよい、きれいな町平田」を目指し頑張ってゆきます。 

 


